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1.緒言

仏像の造形様式についての多くの研究があったが，それ

らは主観により評価されたものであった

我々は新しい研究手法として，仏像の造形様式の計董的

解析を検討している [l]．本研究では対数曲率半径を用い

て仏像の顔における曲線の特徴分析を行 う[2].

2.対数曲率半径を用いた特徴分析

2.1傍徴肋線の抽出

今回は左眉を特徴曲線として抽出した一般に仏像に

は眉が描かれていないため画像から自動で抽出するのが

困難である．そのため，眉に相当するエッジ部分に点を描

き， 3次スプライン補間処理を施して得られる近似曲線を

眉として抽出した

2.2対数肋率半径の鎮出

得られた曲線に対して，路長を表すパラメータ tを用い

てX= x(t),y = y(t)と表し，曲率半径p(t)を求める ．

ここで，曲率半径のデータから曲率の詳しい変化を捉え

ることは難しいので，曲率半径を曲線の全長で割り，対数

をとることで対数曲率半径を算出する[3].

2.3クラスタ分析

得られた曲率半径変化のデータの Z 値を用いて階層ク

ラスタ分析を行う．

3.仏像の計量的解析結果

ランダムに選んだ仏像 42に対して同様の分析を行った

ところ，表 1に表すような特徴を持った 3クラスタに分

類することが出来た．

曲率の大きい箇所が第 1クラ スタは「外側」，第 2ク

ラスタは「内側」，第 3クラスタは 「外側と内側」にあ

り，中国の仏像に注目すると，その多くは眉の曲率が外側

で大きくなっている傾向があるように思われる．

表1 各クラスタの特徴

4 階層クラスタ分析による考察

得られた結果から第2クラスタと第3クラスタをまとめ

て第 2クラスタとすると，第 lクラスタには中国の仏像

の多くが分類され，第 2クラスタには日本の仏像の多く

が分類された第 1クラスタを中国型，第 2クラスタを

日本型とする日本の仏像を時代ごとに別けたときの各時

代の第 lクラスタと第2クラスタの割合を図 1に示す．

日本では時代が経つにつれて第 1クラスタに分類される

仏像の割合が減少し，中国型から日本型へ移行したことが

分かる．これは美術史からの知見[4]とも一致する．
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5.結論

今回の研究では日本の仏像と中国の仏像を用いて解析

を行った左眉形状ついて解析を行った結果，特徴ごとに

3クラスタに分類することが出来た．また， 2クラスタに

分類することで日本型と中国型に分類することができ，平

安時代頃に日本の仏像が中国型から日本型へ移行するこ

とを示した．

今後は，対象の仏像の数を増やし，日本や中国の仏像だ

けでなく，他の地域で造られた仏像を含めた分析を行い，

特徴曲線の数を増やして統合的な分析を進めていきたい．
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